別紙２
「ひょうごエコタウン構想」の取り組みについて

兵庫県では、平成１２年１０月に「広域リサイクル拠点整備協議会」を設置し、産学官が一体となって、複合廃棄物（廃タイヤ等）や建設廃棄物などのリサイクル拠点整備の事業化検討を進めてきました。

これらの検討成果をもとに、既存の産業基盤等の活用による、広域的な資源循環体制の実現等を目指す「ひょうごエコタウン構想」を策定し、「地域におけるゼロ・エミッション構想推進のためのエコタウンプラン」として経済産業省及び環境省から認められ、平成１５年４月２５日に近畿地方では初めて承認を受けました。
その後、平成１５年１２月には、「ひょうごエコタウン構想」の推進を図る組織として、事業者や市町等で構成する「ひょうごエコタウン推進会議」を設立し、新たなリサイクルビジネスの事業化研究や各種情報の収集と提供などを行っています。

「ひょうごエコタウン構想」の概要（図－１）と「ひょうごエコタウン推進会議」の組織体制（図－２）は、次のとおりです。
［図－１：ひょうごエコタウン構想の概要］
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［図－２：ひょうごエコタウン推進会議の組織体制］







　　　

　　








　【基本方針】





　　①　既存産業基盤等との連携によるリサイクル事業の推進





　　②　他地域を含む広域的な連携による資源循環体制の構築





　　③　市民、ＮＰＯ等と連携した取組みの推進





ひょうごエコタウン構想





【１５年４月承認】





【事業化へ移行】





・廃タイヤガス化リサイクル施設





・廃車スクラップ等の高度リサイクル施設





・ＰＣ等ＯＡ機器リユース・リサイクル施設





・廃プラスチック高炉還元剤化施設





【啓発事業等】





・新たなリサイクル事業の事業化推進





・経済的手法の導入によるリサイクル推進





・環境ビジネス育成支援





・エコタウン構想の普及啓発





経済と環境が調和した持続可能な循環型社会の構築
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